
科目区分 科目番号 1003 曜日時間 不定期

授業科目

単位数 時間 ３０　時間 開講時期 ２年次通年 授業形態 講義・演習

担当教員

授業目的

中核

回 授業方法 時間 担当 備考

1 講義 2

2 講義 2

3 講義 2

4 講義 2

5 講義 2

6 講義 2

7 講義 2

8 講義 2

9 講義 2

実務歴
有

講義への反
映

1 講義 2

2 講義・ＧＷ 2 ＤＶＤ

3 講義・ＧＷ 2 ＤＶＤ

4 講義・ＧＷ 2 ＤＶＤ

5 講義・ＧＷ 2 ＤＶＤ

6 講義・ＧＷ 2

実務歴
有

講義への反
映

評価計画方
法

テキスト
参考図書

事前学習
事後学習

備　考

授
業
の
内
容
と
方
法

看護師・助産師：病院勤務　16年　　看護教員：学校勤務　6年

助産師として、病院勤務・助産院経営の実績から母性領域の変遷をとらえた授業を展開する。母性の
基盤となるリプロダクティブヘルスケアの概念を、自己の問題として捉え考えられるよう講義を行
う。

看護師・助産師

妊娠の異常と看護
ハイリスク妊婦への健康教育

森
岡
　
弓
恵

緊急帝王切開をうける母親の体験を通して
『母親になること』への看護を考える

生命の誕生（妊娠・分娩・産褥・新生児の異常）

専門分野

母性看護学援助論Ⅱ

１　単位

花原　千尋　・　森岡　弓恵

妊娠・分娩・産褥・新生児の正常と異常を理解し、対象に応じた看護の方法を学習する。

授業目標
１．母性看護の対象の健康問題を理解する。
２．母性看護の対象の健康問題に関する看護を学ぶ。

授業内容

妊娠期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
ハイリスク妊婦

妊娠期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
妊娠期の疾患・合併症

花
原
　
千
尋

授
業
の
内
容
と
方
法

妊娠期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
妊娠期の疾患・合併症

分娩期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
分娩経過の健康逸脱　　分娩３要素の異常

分娩期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
分娩経過の健康逸脱　　胎児機能不全　分娩時異常出血

産褥期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
産褥期の健康逸脱　　子宮復古不全　産褥期の発熱　血栓症

産褥期の異常　身体的・心理的・社会的特性と看護の役割
産褥期の健康逸脱　　　精神障害　異常のある褥婦の看護

新生児のと看護
ハイリスク新生児

新生児のと看護
ハイリスク新生児

新生児期における適応障害の際の看護について考える
デイベロップメンタルケア

産褥の異常と看護
マタニティブルーズ・産後うつについて事例を通して考える

子どもを亡くした褥婦・家族の看護
ペリネイタルロス

まとめ　赤ちゃんのおせわ

筆記試験　授業態度等

森　恵美ほか：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論　【電子版】　医学書院
参考文献：小林康江他編：ナーシンググラフィカ　母性看護学②，メディカ出版　その他適時提示する


